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WEBセミナー

お申込み：

https://www.obc.co.jp/230316

・ビジネストラスト木村公認会計士による連結決算１時間無料相談
・講演資料

アンケート
ご回答特典

決算業務の早期化、開示業務の属人化脱却･･･永遠の課題になってしまっている企業が
少なくありません。さらには非財務情報の開示も制度化され負担は増えるばかり･･･
しかし、一方で連結・開示業務の標準化に成功し、グループ経営管理までも実現する
企業が増えています。実現の鍵はずばり、DXと決算・開示業務の運用の見直しです。

本セミナーでは連結・開示DXの具体例および経営者が理想とするグループ経営管理を
実現する方法をご提案します。

https://www.obc.co.jp/230316


日時 2023年3月16日（木） 13:30～14:30（13:15からアクセス可）
※Zoomで配信いたします。

対象 上場企業及びIPO準備企業のCFO、財務経理・連結決算・開示ご担当者様

定員 500名

共催 株式会社ビジネストラスト／宝印刷株式会社／株式会社東京海上日動パートナーズTOKIO／
株式会社オービックビジネスコンサルタント

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 坂本・本澤 mail：obc-as@obc.co.jp

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。
※ 新型コロナウイルスの影響により講演が中止になる可能性がございます。

【WEBセミナー】合言葉はみんなで連結決算&開示～グループ経営管理実現に向けた連結・開示DX～
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お申込み ※右のQRコードからもお申込みいただけます。

https://www.obc.co.jp/230316

木村 為義氏
株式会社ビジネストラスト 取締役大阪支社長 公認会計士

兵庫県出身。慶應義塾大学卒業後1992年中央監査法人入所。主に上場企業の監査業務に従事する。
その後株式会社キーエンスに転職。経理部にて連結決算等の経理実務に携わる。
1998年より株式会社ビジネストラストにて連結システムや奉行シリーズの導入及びコンサルティング業務を一貫
して実践・指揮する。

杉山 大介氏

宝印刷株式会社 ICT営業部 ICTプロダクト推進課課長代理

大学卒業後、SEとしてシステム開発業務に従事。その後、宝印刷に転職。
宝印刷では、システム開発部門、システムサポート部門を経て、現職のICT営業部に着任。
IPO準備企業様から上場企業様まで、150社を超える企業様の開示決算自動化システム導入プロジェクトに参画し
ている。

連結決算業務のDX化と
グループ経営管理実現のために

株式会社ビジネストラスト
取締役大阪支社長 公認会計士
木村 為義氏

決算および開示業務の早期化は経理部の皆様の共通した課題です。経営者とし
ては早期化も課題であると認識しているものの、それ以上にグループガバナン
ス強化と子会社業績管理を徹底したいという意識の方が強いでしょう。
双方の課題を解決するためには、経理部主導で連結システムを導入するだけで
なく、トップダウンでグループ全体の会計基盤の統一とその運用の標準化を子
会社も巻き込んで行っていくことが重要です。つまりグループ全体での「みん
なで連結決算」の業務フローに変えていくのです。
本セッションでは連・単会計及び開示システム連携と運用の見直しによる連結
決算業務の平準化の概要と、連結決算よりも連結経営に関心がある経営者にグ
ループ全体を巻き込んだトップダウンの業務改善を訴求するポイントを解説し
ます。

①会計基盤の統一と運用の標準化により「みんなで連結決算」を実現！
• 単⇒連⇒開示の連携と運用の見直し
• 日常業務の標準化～仕訳伝票からの連結決算
• グループ勘定科目の統一と運用の見直しで連結作業を変える
• 奉行Ｖ ERPクラウドの活用による連結決算のDX化

②会計システム基盤の統一への道～連結経営実現を目指して
• 経営者の関心は、グループ業績管理と子会社モニタリング
• 子会社担当者の積極的な関与で実現する「みんなで連結決算」
• BDC（BTデータコンバータ）と奉行グローバルエディションで実現する海外
子会社のモニタリング体制

• 月次連結決算と予算統制でグループ業績管理
• 勘定奉行移行サービスの概要

決算開示システムは新たなステージへ、
収集から開示までワンストップ！
統合型ビジネスレポートシステム
「WizLabo」のご紹介

宝印刷株式会社
ICT営業部 ICTプロダクト推進課
課長代理 杉山大介氏

TCFD、人的資本開示などESG情報開示の制度化により、非財務情報の記載が拡
充され、今まで以上に予測、見積、開示内容の吟味といった高度な判断が開示
業務に求められています。高度な判断に時間を費やすためには、定型的・形式
的業務のシステム化は不可欠です。
本セッションでは、「みんなで開示」をキーワードに開示業務の属人化を排除
し決算数値の精度を高いレベルで担保するシステムをご紹介します。

・WizLaboのシステム概要
・勘定奉行クラウド、BTrexとの連携（WizLabo Transfer）
・Office連携機能のご紹介（WizLabo Adapter）
・データ収集機能のご紹介（WizLabo Box）

Q&A ご質問にお答えします。ZoomのQ&Aよりご質問ください。

https://www.obc.co.jp/230316
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